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Next

メンバーの役割分担ができているとチラシの質が上がる

参加者が思わず「参加したい！」と思える企画を作る

イベント会場や備品の予約・確認を行う

イベントの予約方法・問い合わせ先を確定する

参加費の支払いの流れを確定する

Information

▲プチ講座「学生を受け入れるときの工夫を考えよう！～お互いが楽しく協働する
コツ～」の様子。講師はこの夏サポートオフィスで社会教育実習を行った中山円
茄さん（神奈川大学3年生）とサポートオフィス橋本が務めました。本講座の企
画、資料作成、当日進行はすべて中山さんに実習の一環で行っていただきました。

町田市内で活動している市民・地域活動団体が実行委員会を立ち上げて開催する「まち
カフェ！」の開催が近づいてきました。11月30日（土）の市役所会場でのオープニングイベ
ントを皮切りに、12月８日（日）までの会期中、市内各所で様々なイベントを開催します。
ここでは、市役所会場で開催するオープニングイベント以外のイベントをご紹介します。
参加団体の皆さんが趣向を凝らして企画したイベントにぜひお越しください。

まちカフェ！インクルーシブ研究会vol.5 
「性の多様性を知りみんなで仲間になろう！」

まちカフェ！オープンデー、
盛り上がっています！

地域の取り組み・仕組み大解剖
vol.1 地区協議会

第18回町田市市民
協働フェスティバル
まちカフェ！開催情報

Now

Topics

Information

「チラシづくりその前に！
  押さえておきたい
  5つのポイント講座」で紹介した

受け入れ前
学生を受け入れる目的や学生に関わってもらいたい
ことを団体内で話し合っておく
自団体の活動内容や想いを伝える準備をする

受け入れ中
団体の普段の活動を体験できる機会を作る

受け入れ後

「学生を受け入れるときの工夫を考えよう！
～お互いが楽しく協働するコツ～」で紹介した

感謝や誉め言葉をしっかり伝えよう！
今後のイベントや集まりに積極的に声をかけよう

一人だけでなんとかしようとせず
団体メンバーやコーディネーターを頼る

［会場］ 町田市役所2階市民協働おうえんルーム

［時間内に開催するイベント］

NowNow
まちカフェ！オープンデー、盛り上がっています！

次回のまちカフェ！オープンデー開催情報

11/7（木） 10: 00〜17 : 00

14: 00〜15: 00

はじめてのコンサート（０～３歳親子対象コンサート）
@市役所2F 市民協働おうえんルーム 事前予約必要

映画上映｢ぼくはうみがみたくなりました｣
@市役所2F 市民協働おうえんルーム 事前予約必要

0歳から参加できる
ふれあい育脳クラス！ 

腰痛解決体操＆10分矯正体験会
@ポプリホール鶴川（エクササイズルーム） 事前予約必要

事前予約必要

つながる うたごえ みんなの輪
@町田市民フォーラムホール

事前予約必要

日常生活で楽しむ茶の湯
@町田市民フォーラム3階和室

親子でFanFan Dance!
@市役所2F 市民協働おうえんルーム 事前予約必要

経験とスキルの棚卸しワークショップ
@市役所2F 市民協働おうえんルーム 事前予約必要

ここちよく暮らし、はたらくを考える座談会
@市役所2F 市民協働おうえんルーム 事前予約必要

巨大松ぼっくり×正解のない工作！
@せりがや冒険遊び場　※雨天時は12/8日に延期 事前予約必要

講演会「パレスチナ 破壊され続ける尊厳」
@市民ホール第4会議室 事前予約必要

映画上映
トークセッション
@市民ホール第4会議室 事前予約必要

「住まいの夢を語ろう！」＋ ハウス見学会
@まちのもり本町田 事前予約必要

講演会～精神障がい者支援の新しい潮流
@勝楽寺 誕生殿地下ホール 事前予約必要

歴史街道のまち・町田を歩こう！
@町田市内 事前予約必要

12.17
火

12.8
日

12.7
土

12.4
水

12.3
火

12.5
木

12.6
金

「映画  ◯月◯日、区長になる女。」

11.17 とっておきの音楽祭 in Machida 2024まちカフェ！
連携企画

町田駅近ビルの屋上でととのう！
人が行き交う町田の喧騒を離れ、丸井町田店屋上で
サウナ＆外気浴をして、最高の〈ととのい体験〉をして
みませんか？

観覧無料のチャリティーライブ！
皆さまからの投げ銭を支援活動に寄付します！
【出演】まちだガールズ・クワイア、石田ショーキチ、
　　　矢舟テツロー、角刈りデートクラブほか

@シバヒロ 事前予約なし

町田パブリックアートツアー
@東急リバブル町田センター・駅周辺 事前予約あり

即興音楽を通じて聴く力と発信力を育てる
@勝楽寺誕生殿地下ホール 事前予約必要

落書き消し シバヒロ集合！
@シバヒロ 事前予約必要

日

11.30
土

町田で「ととのう」テントサウナ

@町田マルイ 屋上 事前予約必要

チャリティーコンサート～支える手・おんがく広場 

@町田市民ホール 3Fホール 事前予約なし

12.1
日

ワークショップ～演劇を通して心と身体を開放！
@サンライズビル2F（原町田3丁目） 事前予約必要

こころ躍る！ミュージカルソングの世界！
@開進幼稚園ホール（藤の台団地） 事前予約必要

10周年だよ！せりがや冒険遊び場
@市役所1F みんなの広場 事前予約なし

町田子ども劇場の活動紹介
@市役所1F みんなの広場 事前予約なし

みんな笑顔の展覧会・デフリンピックの紹介
@市役所1F みんなの広場 事前予約なし

12.2
月

12.6

～

金

町田マルイ 協賛企画

スペースの都合上、イベントの開催時間・主催団体、料金設定や対象年齢等の記載がされておりません。

各イベントは急遽中止・延期等、内容が変更になる場合がありますので、必ず詳細や最新情報をご確認の上、

右記2次元コードのリンク先より事前の予約をお願いします。各会場へは公共交通機関をご利用ください。

事前予約必要 印がついているイベントは事前予約が必要です事前予約・
詳細情報は
こちら
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学生を受け入れる時に気を付けたいこと

5つのポイント
チラシづくりの事前準備

　地域で活動している皆さんから寄せられた「地域活動団体がいつ
でも交流し学び合える場があるといいね」という声が元になり誕生
した〈まちカフェ！オープンデー〉。今年度も市役所2階の市民協働おう
えんルームにて、原則毎月第1木曜日に開催しています。
　この日は終日、サポートオフィスのスタッフが常駐しており、まち
カフェ！開催に関する相談のみならず、地域活動を進めるみなさんの
ご相談やプチ講座等を開催しています。最近は団体の皆さんがメン
バー同士の定例会や他団体との交流の場として活用いただく機会も
増え、絶えず人が出入りするにぎやかな時間となっています。
　先月のまちカフェ！オープンデーでは、「チラシづくりその前に！押さ
えておきたい5つのポイント講座」と「学生を受け入れるときの工夫を
考えよう！～お互いが楽しく協働するコツ～」の2つのプチ講座を開催し、
たくさんの方にご参加いただきました（当日解説した各ポイントは右記
参照）。こんな講座があるといいな、こんな団体とつながりたい等、お気
軽にサポートオフィスまでご連絡ください。

イベント詳細
はコチラ！

Topics
!



Topics 市内には多様化する地域課題の解決をサポートしたり、地域をさらに活気のある魅力的な街にする

ために活動をする組織が多数あります。地域活動を進めるうえでも、それらの組織の取り組みを

知り、活動に生かすことで、仲間づくりや協働事業推進のきっかけになるのではないでしょうか。

そこでサポートオフィスがそれらの組織を訪問し、地域活動団体が連携、協働できるポイント等

を具体的に紹介する〈地域の取り組み・仕組み大解剖〉を今後お届けしていこうと思います。

今号では地区協議会を紹介します。地区協議会の取り組みをさらに知り、今後より連携を深め

ていくきっかけになさってください。

地区協議会地区協議会

−サポートオフィス
ヤングケアラー※当事者であり、その体験を元に現在は自身のケア経
験や、ケアをする過程の中での気づき【自分らしく生きる】ことについて
講演等の活動をしている木曽地区在住の友田智佳恵さんとともに講演
会を実施したそうですが、どんなことがきっかけで実施に至ったので
しょうか？

−木曽地区協議会
木曽地区に住む方から、ヤングケアラーに関する活動をしている住民
の方がいると聞き、2022年に市内で開催された地区ミーティングで友
田さんとお会いしました。まずはお互いに知り合うことが大事だなと思
い、地区協議会の活動にお誘いしました。共に活動する中で、友田さん
の活動の意義を知り、もっと多くの方にも知ってもらいたいと思い講演
会の実施に至りました。当日は（一社）ケアラーワークス代表理事の田
中先生からの説明とともに当事者である友田さんの体験談やそこから
生まれた地域への想いなどをお話いただきました。

−サポートオフィス
開催した際の参加者の反応はいかがでしたか？

−木曽地区協議会
「子どもたちの気持ちに寄り添うことが大切だと感じた」「話せる人、話

せる場所がないので、一人で抱えてしまいSOSが出しにくい現状を知っ
た」「助けての声を受け止めて支援に繋げたい」などの感想が寄せられ
ました。「私たちの身近にも起こりうること」という認識を地域の皆さんと
共に持てたことが大きな収穫でした。

−サポートオフィス
今後、地域活動をされている方や団体が、地区協議会とともに活動を
進めるコツがあれば教えてください。

−木曽地区協議会
どうやって事業を進めるかは各地区によって異なると思いますが、私た
ち木曽地区協議会では、地域の特性や課題に沿ったテーマであれば、
ぜひお話を聞いてみたいと思っています。多様化する地域のお困りごと
はもちろん、この地域にずっと住み続けたいと思える価値を生む事業を
実施するために木曽地区協議会は広く扉を開けていますよ。気軽にご
相談ください。

各家庭・事業所に備蓄さ
れている防災用品の見直
しを呼びかけ、賞味期限の
近い食料品をフードドライ
ブにお持ちいただくことで、
地域密着の循環型社会の
形成を目指しています。

写真で見る地区協議会の取り組み
各地区協議会では、地区協議会ニュース等の広報活動のほかに、地域ごとに異なる
課題や特性を生かしながら、趣向を凝らした取り組みが行われています。ここでは、
各地区協議会の取り組みの一部をご紹介します。

各地域の全取り組みは
右記二次元コードのリンク先で
ご確認いただけます。

小山・小山ヶ丘地区ネットワーク協議会

地区協議会とは
地区協議会は、地区の特性と資源をいかして、地区の課題
を自ら解決し、さらに魅力発信や向上に取り組む団体同士
のネットワークで、市内の全10地区で設立されています。
町田市町内会・自治会連合会の地区連合会、町田市青少年
健全育成地区委員会、町田市民生委員児童委員協議会の
ほか、学校、社会福祉法人、社会福祉協議会、消防団や地域活
動団体など、様々な団体が参加・協力しています。

実施事業名：つながるフードドライブ

INTERVIEWINTERVIEW

お話を聞かせてくださった木曽地区協議会役員の皆さん。左上から三沢さん、
金田さん、友田さん、左下から藤嶋副代表さん、金子代表、一戸副代表。木曽
地区協議会の取り組みは右記2次元コードのリンク先でご確認いただけます。

出典：政府広報オンライン

各地区協議会では、地域で活動する人や

団体の皆さんの支援や連携・協働をしながら、

様々な地域活性化事業を推進しています。

ここではその一例として、講演会「ヤングケアラーを知ろう

～地域の繋がりでできることを考える〜」を実施した

木曽地区協議会の皆さんに、

開催までの道のりや今後の取り組みについて

インタビューした様子をご紹介します。

木曽地区協議会

01
CASE

地域の交通安全や防犯等
に対する体制を整え、子ど
もたちが安全・安心に登
下校できる地域をつくるた
め、「登下校時のいっせい
見守り」を定期的に実施し
ています。

町田第二地区協議会
実施事業名：見守り事業

02
CASE

鶴川市民センターと協力
して、課題別のテーマを設
定し、地域住民のためにな
り、なおかつ楽しい企画を
毎月開催。地元野菜の販
売、キッチンカーによるラ
ンチ提供も人気です。

鶴川地区協議会
実施事業名：ハッピーフライデー

03
CASE

「南地区を元気にしたい！」
という思いから始まった住
民主体のプロジェクト。7月
に植えたひまわりの種が
見 事 な 大 輪 の 花 を 咲 か
せ、子どもたちや地域を見
守ってくれました。

南地区協議会
実施事業名：みなみひまわりプロジェクト

04
CASE

大
地域の取り組み・仕組み

解剖vol.1

サポートオフィス×地域の取り組みまとめ

地域活動団体の皆さんにとって、地域でネットワークを構築しながら地域活性や交流の場づくりをされている地区協議会
の取り組みは、活動の輪を広げていくためのヒントがたくさんあるのではないでしょうか？私たちサポートオフィスでは地区
協議会だけではなく、本年度、地区社会福祉協議会（地区社協）※とも、連携して事業を実施する機会がありました。それら
の組織と一緒に活動をしてみたいと思った団体の皆さんは、まずサポートオフィスにご相談ください。実現したいことを共に
深めながら、各所へのコーディネートをしてまいります。

サポートオフィス×
地域の取り組みに
ついて

地区社会福祉
協議会について

※ヤングケアラー：本来大人が担うと想定されている家事
や家族の世話などを日常的に行っているこどもや若者のこ
と。本当なら享受できたはずの、勉強に励む時間、部活に打
ち込む時間、将来に思いを巡らせる時間、友人とのたわい
もない時間といった「こどもとしての時間」を持てないといっ
た課題が注目されている。


